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　渓流沿いのレクリエーションや、キャ
ンプ、ハイキングなどを楽しむ人々に
親しまれる石水渓キャンプ場で、石水
渓まつりを開催します。
　当日は、宝探し、マスつかみ、出店
などさまざまなイベントが催されます。
　日差しが和らいできた季節に、大自
然の中へ遊びに出かけてみませんか。

　上野城薪能は観阿弥の生誕地とされる伊賀上野の秋
の風物詩です。36回目を迎える今回の演目は、大蔵流
狂言「清

し

水
みず

」と、観世流能「土
つち

蜘
ぐ

蛛
も

」です。ライトアッ
プした上野城をバックに能と狂言が行われ、月明かりと
かがり火の灯りに照らし出された、幻想的な舞をご覧く
ださい。
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10月5日（土）�  
9時30分～15時（小雨決行）
石水渓キャンプ場施設周辺

（三重県亀山市安坂山町1178-3）
名阪国道「亀山IC」から車で約20分
※参加費無料・申込不要
※�宝探し・マスつかみは、当日現地で�  

お申し込みください（先着200人）
石水渓まつり実行委員会
亀山市文化会館内 ☎0595-82-7111

日 時
場 所

問　合　せ

10月５日（土）　18時30分～
伊賀上野城本丸広場　特設舞台
※雨天時：伊賀市立崇広中学校
観光戦略課 �☎0595-22-9670�  

Fax0595-22-9695
※�土日・祝日、当日は伊賀上野城�  
（☎0595-21-3148）まで

　「自然を切り絵にしてみよう」が７月15日、みなくち
子どもの森で開かれました。
　これは、市内の切り絵作家中

なか

村
むら

学
まなぶ

さんが、切り絵を
通して、動物がおかれている現状を紹介し、自然や動
物のことを知ってもらおうと毎年開催されています。
　今年のテーマは「ペンギン」で、参加者は、王冠を
かぶせたり、台紙を飾ったり、個性あふれる作品に仕
上げました。

　８月に開催された全国中学校
体育大会に、市内から２人の選
手が出場しました。８月16日には、
出場壮行会が市役所で行われ、
出席した選手からは全国大会へ
の意気込みが述べられました。

　夏休みK
キ ッ ズ

IDSワークショップ「元号を書いてみよう」が
８月４日、土山歴史民俗資料館で開催されました。
　これは、同館で９月29日まで開催中の連携企画展

「歴代天皇と近江展」に関連した催しで、参加者は元
号についての講義を聴いたあと、これまで252個の元
号の中から好きなものを選び、毛筆で書きました。

　クラブチームの全国大会出場壮行会
が８月21日、市役所で行われ「優勝で
きるようチーム一丸となってプレーした
い」など、選手一人ひとりから全国大
会へ向けた決意の言葉が述べられまし
た。それぞれ８月から９月にかけて行
われる全国大会に出場されます。

切り絵を通して自然を知る
～自然を切り絵にしてみよう～

全国大会で練習の成果を発揮
～全国中学校体育大会出場壮行会～

お気に入りの元号を作品に
～元号を書いてみよう～

めざすは全国優勝
～クラブチーム全国大会出場壮行会～

▲完成した作品を披露する参加者

▲全国大会へ向けガッツポーズで意気込みを見せる谷さん（中央）

▲それぞれ気に入った元号を書く参加者

▲全国大会に出場される選手の皆さん
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　くもいのnedoko研究会は、信楽町雲井地域
で交流イベントの企画や運営などを通じて、地
域の活性化をめざす活動をされています。今
回は、７月から８月にかけて地域の皆さんと協
力して、ベルギーからの観光客を２泊３日でも
てなしたお話を伺いました。

今回のツアーはどんな内容でしたか？
　陶器店や茶畑巡りのほか、地域の方たちと巻
き寿司作りやバーベキュー体験をしたり、地域
のスーパーへ買い出しに行ったりしてもらいまし
た。宿泊については試行的に公民館での寝泊り、
お風呂は民家の風呂を借りる「もらい湯」で対
応しました。来られる前は「楽しんでもらえるかな」
と不安でしたが、私たちにとって当たり前の日常
が、ベルギーの方
にとってはおもしろ
いようで、予想以
上に楽しんでもらう
ことができました。

地域の方の反応は？
　最初は不安でいっぱいな様子でしたが、実際
にベルギーの方が来られると、言葉は通じなく
ても、子どもたちは一緒に卓球をしたり、女性た
ちは折り紙を教えたり、自然と交流が生まれて
いました。今後も、単にお客さんに来てもらうだ
けではなく、こういった交流事業を通して、住民
が異文化交流を楽しみ、地域として収益を確保
するなど、さまざまな課題をクリアしながら、実
践の中で地域が元気になる方法を考えていきた
いです。

　研究会メンバーである県内の旅行業者のもと
に、ベルギーの旅行業者から「変わった体験が
できるこれまでにない観光を」と要望があった
のがきっかけです。お迎えするにあたり、４月
から７回開催した「外国人とのコミュニケーショ
ン講座」には、子どもからお年寄りまで幅広い
年齢層の方に参加
していただき、簡
単な英会話や外国
人とのコミュニケー
ションの姿勢など
を学んで準備しま
した。

ベルギーからの観光客を迎えることに
なったきっかけは？

▲�バーベキューの様子

▲�地域の方に教わり巻き寿司作り
に挑戦するベルギーの方
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